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ご あ い さ つ  

麻生中学校区地域教育会議 議長 廣瀬 賢吾 

 
本年度、麻生中学校区地域教育会議の議長を務めさせて頂きます、廣瀬です。 
私は三年前に麻生中学校のＰＴＡ会長を引き受けた際、同時に事業担当委員という

事でこの地域教育会議の運営に携わる事になったのですが、当初は麻生小・中学校の

担当の先生方に頼るだけの活動でしかありませんでした。 
また、当地域教育会議の活動自体もまた各学校の担当ＰＴＡや地域自治会・町内会

の会長、非選出委員の皆様のご協力により成立してはいたものの、なかなか学校主導

の活動からは抜け出せない状態でした。 
しかし、ある回の運営会議の席で担当教員の方が「そろそろ地域主導での活動を！」

と思い切って発言してくださったのをきっかけに、昨年度これまで小・中学校の連携

のみで行っていた麻生クリーン作戦を発展させ、地域住民の方も参加しての公園や通

学路のゴミ・落ち葉拾い、さらに中学校校庭での焼き芋大会を企画し、開催しました。 
実施においては、これまでの小・中学校関係者に加え、自治会・町内会の役員の皆

様や青葉幼稚園様に多大なるご協力を頂き、また一般の地域住民の方々も多く参加し

てくださって、初の試みながら地域全体でのイベントとして開催する事が出来ました。 
今年も１２月６日（土）に新たに名称を「ひだまり大作戦」として、同イベントを

開催する予定です。今後も毎年継続していく事で麻生中学校区の目玉のイベントとし

て根付かせて行きたいと思います。そしてこの様なイベントを通じて地域の連携を図

る事で、登下校時のパトロールや教育の相談など子ども達の健全育成を目指した普段

の活動を地域全体でサポートしていけるようになればと思います。是非、地域の皆様

のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
 

重点方針 

青少年の健全育成を目指した地域連携の充実 

   ○小学校・中学校の連携活動・連帯感の拡充 

   ○地域教育会議の組織的運営の充実 

   ○地域行事における連携強化 

   ○通学路の安全対策（交通安全対策を含む） 

取り組む課題 

小中交流事業の推進 

○中学校体験教室の開催 

        中学の授業・部活に児童が一日体験することにより、児童の進学の不安を解消し

夢や 

目標をもって進学できるよう働きかける。 

 キャリア教育への協力 

  ○地域から、職業講話ができる講師を募り、小中のキャリア教育に協力する。 
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中学体験教室  １１月１８日（火） 

麻生小学校の６年生の児童が、麻生中学校を訪問して校内の見学や部活動の体験

学習をしました。 
生徒会役員に引率されて校内の施設を見学した後、視聴覚教室にて麻生中学での

主な行事や制服の紹介があり、各部の部長による個性あふれる説明を聞きました。

その後それぞれ希望の部活動に参加しました。 
初めはお互いに戸惑って接していましたが、運動部では、ラケットやボール、竹

刀の扱い方等から、一人一人に丁寧に指導する姿が印象的でした。最後には小中混

合の試合形式で、盛り上がっている部もありました。 
いつもは少人数の文化部も未来の後輩たちに張り切って指導し、いつも以上に活

気が感じられました。今年から吹奏楽が加わった音楽部は、昭和音大から講師の先

生が来て下さり、パート別に直接ご指導頂けて貴重な体験も出来ました。 
部活体験が終わる頃には、「もっとやりたかった～！」と笑顔で言う声も聞かれ、

限られた時間でしたが、有意義な体験でした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏のパトロール ７月１８日（金）、２２日（火） 

今年も地域の安全、防犯意識を高めていく事を目的とし、コースを増やし、７月

１８日に夕方のパトロール、２２日に夜間パトロールを実施しました。 

昨年変質者が多発した山口台から美山台方面へ抜けるコースと、新百合ヶ丘駅を

中心に４コースを、質問をしながら約４０分程度歩きました。 
普段日常生活で行き来している場所や道ではありますが、意外と死角になってい

る部分が多数箇所あり、先導して下さる先生の話を聞きながら意見交換しました。

夜間は、人通りも減り駅周辺は帰路を急ぐ人が多く夕方以上に死角も増え、個々に

防犯意識を高めていく事が大切だと感じました。 



中学校進路学習職業講話 
 

１１月２８日（金） 
 

１年生対象に、職業に対する

意識を高めるためのキャリア

教育の一環として、地域から

募った方々に講師を務めてい

ただき、その職業の意義やど

うしたら職業に就けるかな

ど、語っていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

冬のパトロール
 

日時： 12 月 2４日（水） 
16：３０～１７：１０ 
 

集合： ①新百合ヶ丘駅南口 
交番前 

②麻生中学校 
 

内容： 新百合ヶ丘駅周辺の商業施設と、
痴漢発生現場のパトロール  

 
※詳細については後日ご案内します 

＊ひだまり大作戦＊  
 

日 時：１２月６日（土）１０：００～１３：００  

 雨天の場合 翌７日 

  場 所：上麻生隠れ谷公園,山口白山公園,鶴亀松公園, 

           麻生中学校校庭 

  参加者：麻生小学校児童、麻生中学校生徒、教員 

      麻生中学校区の地域住民 

  目 的：落ち葉を集め公園など地域を清掃し、集めた落ち葉で焼き芋を

楽しみ地域との親睦をはかる。 

 

 
旧名称「麻生クリーン作戦、

焼き芋大会」が、 

装いも新たに新登場！！ 

子ども会議
 

日 時： １１月２７日（木） １5：30～  
場 所： 麻生中学校 
内 容：・麻生小学校６年生の中学体験教室、小中交流事業についての反省 

・ひだまり大作戦に向けて、レクリエーションなどの企画会議 



 

 地域教育会議は、51 の川崎市立中学校の学区に分かれて開催されます。 

□主旨 

 全国で校内暴力などの問題が目立った 1984 年から 1985 年の２年にわた

って「川崎市の教育を考える」をテーマとした小学校区集会が開催されました。

その実践を踏まえ川崎市教育懇談会からこれからの川崎の教育を市民参加をも

とに考え、振興する市民組織として提言をいただき、創設されたのが地域教育

会議です。次のことを目指します。 

①地域の子育て、住民の生涯学習などについて、父母、教職員、住民の話合い

により合意を作り出し、ネットワーク化を図る。 

②地域の人々が日常的に地域の教育に参加し、行政に住民の意見を反映させるよう

にする。 

③地域の教育のために活動する町内会、子ども会、地域のスポーツ団体等と連

携・協力し、新しい時代の地域教育の振興を図る。 

④青少年の地域での活動を振興し、健やかな発達を支援する。 

⑤地域の人々の生涯学習の要望を取りまとめ、地域の人々の学習活動を支援す

る。 

□構成メンバー 

①PTA、子ども会、町内会等の代表 

②教職員、子ども文化センター・市民館等の職員等 

③地域の教育に関心をもつ人々 

□活 動 

「教育を語るつどい」などの開催や、地域の教育に関する調査・研究、様々な

グループ、団体の地域活動の連絡・調査等を行います。 

「地域教育会議」とは？ 

平成２０年度 麻生中学校区地域教育会議委員 

◇議 長 麻生中学校ＰＴＡ会長 廣 瀬 賢 吾 ◇住民委員   麻生中学校ＰＴＡ 岩 谷 真奈美 

 副議長 麻生中学校PTA副会長 杉 山 馨朱子            〃             藤 田 牧 子 

  〃  麻生小学校PTA副会長 飯 草 真貴子            〃 古 川 理 子 

◇事務局 麻生中学校教諭 小 金 正 幸 ◇子ども会委員 山口台子ども会会長 飯 田 真由美 

  〃  麻生小学校教諭 近 藤 明 彦 ◇非選出委員  子ども文化センター館長      藤 本 寿 恵  

◇校 長 麻生小学校校長 村 上   寛         民生委員 井 上   久 

  〃  麻生中学校校長 田 村 庸 廣          主任児童委員 鴨志田 知 子 

◇PTA会長 麻生小学校 PTA 会長 加 瀬 素 市             〃              山 口 美千代 

◇父母委員 麻生中学校PTA副会長 福 士 陽 子          青少年指導委員・民生委員      宮 坂 はる子 

  〃  麻生小学校PTA書記 前 田 由 美           青少年指導員 渡 辺 元 之 

  〃  麻生小学校PTA会計 赤 田 久 美           〃 渡 辺 孝 一 

◇住民委員 山口台自治会会長 渡 辺   利           〃 鴨志田 敏 彦 

マイシティ新ゆり町内会会長 前 田   晴         青少年補導員 渡 辺 辰 夫 

      万福寺町内会会長      中 島 泰 巳           麻生中学校教頭             加 藤   樹 

      麻生小学校ＰＴＡ      奥 野 陽 子           

          〃       鴨志田 朋 代         
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